
在職中の日曜日に創業スクールに通い始めると、次第に起業

のためのビジネスアイデアを練ることで頭の中がいっぱいになっ

ていきました。これでは仕事との両立は難しいと判断し、思い

切って会社を退職することにしました。2017年4月のことです。 

それからというもの、ビジネスアイデアの創出、検討に没頭する

日々。ビジネスアイデアを競うさまざまなコンペティションにも応

募しました。その中の一つ、2018年3月に開催された芝浦工

業大学主催のコンペティションで、共催企業から賞をいただき、

アクセラレータプログラムにも選ばれてビジネスモデルの実証実

験を行うことができました。 

相談員の方が難しい日本語の表現などを 

丁寧にわかりやすく説明してくれました 

中国の子供たちを対象にした 

スポーツ旅行開発で地方創生に貢献したい 

東京開業ワンストップセンター通信 
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東京開業ワンストップセンターは、会社設立に必要な各種手続にワンストップで対応する相談窓口です。 
2017年には渋谷と丸の内にサテライトセンターも開設、より利用しやすくなりました。相談にみえる外国人
の方も多く、今回はそんな外国人女性起業家のお一人、デニー・シューさんにお話を伺いました。 

利用者   リレーインタビュー …………  

起業を考えるようになったきっかけは 

コンサルとして関わった指宿の旅館でした 

 

 

 

 

 

 

私からのワンポイントアドバイス 

コンサルタント会社に就職し、インターン期間を終えると九州に

配属されました。そこで中小中堅企業が抱える課題解決のコン

サルを担当したのですが、特に印象に残ったのが指宿の旅館

の案件でした。有名な温泉地ですし、自然も豊かでさまざまな

レジャーやリクリエーション施設も整っている。しかし、宿泊客が

減少し、経営が厳しいというわけです。 

すばらしい観光資源があるのに、それを活かせず、苦しんでい

る現状は日本の地方のあちこちに見られます。地方にあるさま

ざまなリソースを活用して、その町、そこに住む人々の活性化に

貢献できないだろうか、と考えるようになったのが起業のきっか

けでした。 

ワンストップセンターを初めて訪れたのは6月です。名前のとお

り、会社設立の手続きがここだけでできるので驚きました。日本

人でもその作業は煩雑なのですから、中国人である私にとって

はよりハードルが高い。定款も依頼せずに自分で作成したので

なおさらです。それでも、相談員の方が細かくチェックしてくださ

り、何が足りないかや日本語の表現などを丁寧にわかりやすく

アドバイスしてくださったのでとても助かりました。手続きで困るこ

とはほとんどありませんでしたね。本当に感謝しています。 

私は日本語で相談しましたが、英語でも対応していただける

ので、日本語での会話が難しい外国人でも気軽に相談できる

と思います。会社設立までのプロセス全体も理解しやすく、丁

寧に説明してくださるので外国人も安心して利用できます。 

GACO Co.,Ltd.  Founder & CEO 許 丹妮 Dannie Xu さん 
プロフィール／中国・広東省出身。高校を卒業した2014年、18歳
のときに来日。日本語学校を経て九州大学に進学し、経営学を専
攻。在学中、シンガポールのマネジメント大学に1年間交換留学を
経験。九大卒業後、日本のコンサルタント会社に就職。地方の活性
化事業に興味を持ち、起業を志して2017年に退職。2018年8月に
「GACO Co.,Ltd.」を設立する。 

             【東京開業ワンストップセンター】 
住所：東京都港区赤坂1-12-32 アーク森ビル 日本貿易振興機構（ジェトロ）本部7階  
           電話：03-3582-8352  FAX：03-5561-4123 
    URL: http://www.seisakukikaku.metro.tokyo.jp/onestop/japanese/top/ 

相談体験会を随時開催しています。  参加者募集中！  誰でも無料でご利用いただけます！ 

 

 

その内容は、中国の子供たちを対象に「楽しみと競技力向上を

両立する日本のスポーツ指導の体験」と、地方創生に取り組

む自治体への「新たな観光資源の確立」を実現するスポーツ

旅行の開発です。この手応えにより起業への自信がつき、会社

設立を決意しました。 


